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カーボンナノチューブ（CNT）は、その単線において既存材料を凌駕する引張強度を示すこと

から、軽量高強度線材としての応用が期待されている。これまでに我々は、マルチチャネルを有

するハニカム・セラミックスの細孔場が生じる剪断応力を利用した、配向 CNTファイバーのワン

ステップ合成法について報告した。本研究では、ハニカム法で合成した CNTファイバーの高配向

化・高密度化を目的として、CNTの良溶媒として知られるクロロスルホン酸（CSA）を用いた湿

式プロセスについて検討したので報告する。 

CNTファイバーは、ハニカム・セラミックスを用いた floating-catalyst CVD法で合成した（合成

温度：1400℃）。as-grown CNTファイバーは、ディップ法により CSAに 1分間浸漬処理した後、

クロロホルムを用いて洗浄した（CSA-CNTファイバー）。湿式プロセスは CSAの加水分解を抑制

するため、アルゴン流通下のグローブボックス内で行った。 

Fig. 1は、CSA処理前後の CNTファイバ

ーおよびハニカム・セラミックスを用いず

に合成した無配向 CNT 凝集体（as-grown 

CNT web）の偏光ラマンスペクトルを示す。

配向度は G+バンド  (1590 cm-1)の強度比

（Ip/Iv, Ip: 平行偏光、Iv: 垂直偏向）から評

価した。CSAによる湿式処理により CNTフ

ァイバーの配向度が約 1.3 倍に向上したこ

とがわかる。これにより、引張強度の最大

値が上昇する傾向が見出された。本講演で

は配向度の結果と併せて、CSA-CNTファイ

バーの機械特性について議論する。 

 

謝辞：本研究は、防衛装備庁安全保障技術研究推進制度 JPJ004596の支援によって実施した。 

Fig. 1. Polarized Raman spectra of the CNT samples. 
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